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ダム:熊本地裁「建設は違法」 住民側訴え一部認める 

毎日新聞 2014 年 02 月 28 日 21 時 24 分 

http://mainichi.jp/select/news/20140301k0000m040102000c.html 

熊本県が、治水と利水の必要性がないのに県営路木（ろぎ）ダム（同県天草市）を建設

したとして、地元住民２６人が蒲島郁夫知事を相手に事業差し止めと事業費約１９億９０

００万円の返還を求めた訴訟の判決が２８日、熊本地裁であった。片山昭人裁判長は「ダ

ム建設計画は著しく妥当性を欠き、県知事の裁量権を逸脱、乱用したもので違法」と指摘。

住民側の訴えを一部認め、判決確定後は建設事業の差し止めを命じた。返還請求は棄却し

た。判決によると、県は２００１年に策定した路木川河川整備計画などに「８２年７月の

豪雨で路木川下流宅地で約１００棟の床上浸水があった」と記載し、ダムによる治水の根

拠とした。しかし、当時の洪水被害を克明に記録した地元広報誌に路木川下流の記録がな

く、裏付ける資料もないため、判決は「浸水被害が発生しなかった」と判断。 

氾濫水位などの想定も国土交通省のマニュアルに反しているとし「合理性の欠如は明らか。

洪水調節施設として路木ダムを建設する必要は認められない」と結論づけた。 

一方、蒲島知事への事業費返還請求については、氾濫想定などが高度な専門技術に基づい

ており、知事が担当職員から渡された資料にも不合理がなかったことから「知事において

違法性を認識することは極めて困難だった。故意や過失があったとは認められない」とし

て棄却した。路木ダムの総事業費は約９４億円。住民が０８年度の事業費返還などを求め

て提訴した翌年の１０年３月に本体工事に着手。既に本体は完成し、４月に供用開始予定。 

◇県「想定外」の判決 

判決を受けて記者会見した原告団代表の植村振作さん（７７）らは「事業費の返還が認

められず残念だが、違法なダム建設との主張が認められた。実質的な勝訴だ」と喜んだ。 

路木川流域の地形調査や住民への聞き取りを続け、県の主張に疑義を呈してきた努力が実

った形。植村さんは「控訴したいが、早く判決を確定させた方がいいかもしれない」と複

雑な胸中も見せた。 

一方の県にとっては「想定外」（県幹部）の判決。ダム本体は４月の供用開始に向けて既に

完成しているが、持田浩・河川課長は「違法なダムと指摘されて無視はできない。まずは

判決内容をじっくり吟味したい」。蒲島知事は「今後の対応は判決内容を検討して決定した

い」とコメントを出した。 

熊本県は控訴するかどうかや、予定どおり４月からダムの使用を始めるかどうか、検討す

ることにしています。 


